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　大子清流高校では、総合学科２年次に町の課題を調
さ かいけつ たんきゅう

査し、その解決方法を探究する、「だいご未来探究」
りしゅう

という科目を履修します。
みりょくてき

　本年度は、特産品や魅力的な食材が知られていないという課題を解決
ち いき べんとう

するため、「地域おこし弁当作り」に取り組んでいます。大子町内の七
し いく

つの飲食店に協力いただき、町の特産品や、農林科学科が飼育している
おく く じ たまご

奥久慈しゃもの卵などを使ったユニークなお弁当を考案しました。第１
わたし

回の試食会では、私たちのイメージが形になったお弁当を試食させてい
かいぜんてん

ただき、事業者の方々と味や見た目の改善点を話し合いました。
はんばいかい じっ し

　今月には町役場での事前販売会を実施し、来月�日の文化祭や、その
し せつ み す

後の町内商業施設での販売を見据えて、改善を重ねていきます。町の人
がん ば たどころそう や

においしいといってもらえるように頑張ります！ （２年　田所颯也）

県内唯一の林業を学べるコースでの間伐実習＝大子町内

川野琥生

益子侑大

　農林科学科は、農業科学と森林科学の二つのコース
じゅぎょう

からなります。農業科学コースは、多くの授業を学校
じっ し か じゅ

所有の農場で実施します。野菜や果樹の生育と調理に
さいばい とり ちくさん

加え、草花の栽培や牛、鶏の畜産についても学んでい
れんめい

ます。７月の茨城県学校農業クラブ連盟大会発表会で
さいゆうしゅうしょう

は、コンニャクの生育に関する発表で最優秀賞をいた

だき、８月には関東大会に出場しました。自分たちの
じっせん ひょうか きちょう

実践を評価していただく貴重な機会になりました。
ゆいいつ えん

　森林科学コースは、県内で唯一、林業を学べます。演
しゅうりん かんばつ

習林での間伐や玉切りといった林業実習に加え、木材加工や、オオクワ
ようしょく ちょうせん だい ご わたし

ガタの養殖などに挑戦しています。大子町内にも私たちが加工したベン
せいひん じ まん かわ の こう き まし こ あつひろ

チなどの木材製品があり自慢です！（３年　川野琥生　２年　益子侑大）

◆校　長　細貝雅之

◆生徒数　１１６人

◆創　立　２００４年

◆住　所　大子町大子２２４
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だい ごせいりゅう

　大子清流高校は、大子一高、大子二高
そうりつ むか

を前身とする、創立�年目を迎える学校
こうしゃ

です。自然あふれる校舎で、農林科学科、
そうごう

総合学科の生徒１１６人が学んでいます。
ざ

　農林科学科は、座学のほかに、学校所
えんしゅうりん せんもんてき

有の農場や演習林で専門的な実習を行っ
こ せんたくじゅぎょう

ています。総合学科は、�を超える選択授業から、進路
きょうみ りしゅう

や興味によって履修する授業を選び、自由にカリキュラ

ムを組むことができます。
し まいこう

　人数の少ない学校ですが、タイにある姉妹校との交流
ち いき れんけい たんきゅう

や、地域と連携した探究活動など、興味と関心を広げる

ことのできる行事や授業が数多くあります。また、ウエ

イトリフティング部がインターハイに出場するなど、部
がん ば

活動も頑張っています。
かがや

　大子清流高校は、生徒一人ひとりが輝くことのできる
みりょく まし こりょうた

魅力あふれる学校です。（生徒会長　３年　益子諒汰）

「大子町公営塾ことのば」で学ぶ生徒たち

だい ご こうえいじゅく だい ご せいりゅう

　「大子町公営塾ことのば」は、大子清流高校内の合
こう さ けん

宿所を使った本校生のための塾です。受験や考査、検
てい たいさく れんけい

定の対策などにおいて、学校と連携したサポートを受
ちょうせん たん

けることができます。また、町での挑戦を主とした探
きゅう こう ざ

究活動や自身のキャリアを考える講座なども開講され

ています。
わたし げんざい

　私は立ち上げ当初から通っており、現在はより高いレベルの大学進学
はげ れき し きょうみ

を目標に日々学習に励んでいます。元々、歴史に興味があり、進学を目指
しょうらい

しましたが、進学が将来にどうつながるのかは考えていませんでした。

「ことのば」での学びによって、今では目標の大学とそこで何を学び、卒
めいかく

業後はどうなっていきたいのかが明確になっています。学校の先生方と

は別の角度からアドバイスをくれる大人がいることはありがたく、今で
い ば しょ よしかわかい と

は毎日通い、私の大切な居場所の一つになっています。（３年　吉川櫂都）
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